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光格⼦時計NWの構築: ⾸都圏テストベッドから東北へ
都⼼部を通過して神奈川-埼⽟をつなぐ⾸都圏超⾼精度光格⼦時計NWのフィールド実験⽤プロトタイプが完成。
JST未来社会創造事業では、東京から岩⼿県⽔沢天⽂台まで光格⼦時計NWを拡張中。

和光
(理研)

本郷
(東⼤)

局舎D

NTT 局舎ビル

⽔沢天⽂台へ

厚⽊
(NTT)

局舎B
局舎A

局舎C

厚⽊-和光間ファイバ
距離190ｋｍ



7Copyright 2023 NTT CORPORATION

240km超⾼精度(1x10-18)光周波数伝送に成功
厚⽊-本郷間の都市部に敷設されたファイバの雑⾳を補償することによって10-18級光格⼦時計の周波数⽐較に
耐え得る伝送精度を実現。本ファイバNWを⽤いて、光格⼦時計による和光-厚⽊⾼度差⽐較実験推進中。

OSAによるリリース・海外メディアでの掲載
OSA news releases, 17 March 2020

国内メディア
・3/18 ⽇経プレスリリース
・3/18 ⽇経XTECH
・3/18 PC Watch
・3/18 OPTCOM
・3/18 OPTRONICS
・3/19 Laser Focus World
・3/23 EE Times Japan
・4/6 ⽇刊⼯業新聞（19⾯）

Optics Express 28, 9186 
(2020) Editors' Pick

10-18安定度
の実証

2020年3⽉18⽇
NTT、東⼤、NTT東、理研、
JSTの5機関共同報道発表
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●光格⼦時計NW
・現在の秒の基準であるCs原⼦時計や、それを衛星に搭載したGNSSよりも桁違い

に⾼精度な周波数基準をファイバ配信可能
・光格⼦時計を多地点に設置し、相互⽐較することで⾼度差情報が取得可能
・⾼精度・信頼性・安全性に優れる時刻・周波数配信技術への潜在的ニーズ

●光格⼦時計NWのフィールド実験⽤プロトタイプを実現・運⽤中。
・JST未来社会創造PJにより、各要素技術を、研究室の”実験装置”から

フィールド実験可能な技術レベルへの進化を推進。
・24時間365⽇連続運転というビジネスニーズと⽐べると、完成度はまだ未成熟。

→キャリアグレード化に向けた研究開発が必要。
・超⾼精度タイムビジネスの多様化・普及を促進する仕組みが必要

●“秒の再定義＠国際度量衡総会︓CGPM2030”に向けた議論が本格化（補⾜資料）

まとめと展望
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以下、補⾜資料
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RS（秒の再定義グループ）進捗報告

産総研(AIST)
計量標準総合センター(NMIJ)
時間標準研究グループ
安田 正美

JST未来社会創造プロジェクト
ワークショップ
2022/12/13

情報通信研究機構 (NICT)
電磁波研究所 電磁波標準研究センター
時空標準研究室
井戸 哲也

秒の再定義・標準化に向けた取り組み

補足資料１：JST未来社会創造プロジェクトWS（2022/12/13）より
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光格⼦時計による国際原⼦時への貢献(revised)

当該PJ参画開始

拡⼤図

NICT, NMIJ両機関で光格⼦時計による国際原⼦時への貢献が、世界の過半の寄与率。(54 %)

補足資料２：JST未来社会創造プロジェクトWS（2022/12/13）より
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NICT, NMIJの光格子時計が定常的に国
際原子時の周波数調整に貢献

国際原子時にうるう秒調整を入れたものが
協定世界時UTC.

つまり、

NICT, NMIJの光格子時計は既に世界の
基準時刻の維持に貢献している

→光格子時計の最初の社会実装
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光格⼦時計による国際原⼦時への貢献(revised)

補足資料３：JST未来社会創造プロジェクトWS（2022/12/13）より




